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最終講義 

 9＋37年をふりかえって 

名古屋大学大学院工学研究科 

機械理工学専攻（電子機械分野） 
石田 幸男 

平成24年2月24日 



2 

略  歴  （学生時代） 

1948年 3月 静岡県島田市で誕生 

1960年 3月 島田市立第三小学校卒業 

1963年 3月 名古屋市立冨士中学校卒業 

1966年 3月 愛知県立明和高等学校卒業 

1970年 3月 名古屋大学工学部卒業 

1975年 3月 名古屋大学大学院博士課程卒業 

1975年 4月 名古屋大学助手 
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１． 
 

名古屋大学での学生時代 
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名古屋大学での学生時代   

昭和４１年２月 機動隊に守られ早稲田大学受験 

昭和４１年４月 名古屋大学入学 

          馬術部に入部→すぐ退部 

  １～２年生  ドイツ語の勉強で四苦八苦 

          （でも，楽しい学生生活） 
   ○京大滝川事件の末川博教授の講演 

   ○不確定性原理のハイゼンベルグ教授の講演 

３年生    米人宅へ英会話の勉強に通い始める 

        愛知留学生会後援会へ入会 

４年生    講座配属 

        大学紛争激化     
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大学紛争激化   
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機動隊1500人出動  昭44.12.23   
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機械科S45卒97名中の教育関係者   

名古屋大学教授       

名古屋大学特任准教授              

名古屋工業大学教授      

鳥取大学教授        

大同大学教授        

東京海洋大学教授     

中京大学教授        

中日本自動車短大教授  

工業高校教諭        

塾教師             

（企業）学位取得者     

２名 

１名              

２名   

１名 

２名 

１名  計１５名 

１名 

１名 

１名 

１名 

２名 
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２． 
回転体力学の誕生・発展と 

名古屋大学機械力学研究室 
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卒業研究 講座配属（1969.4） 

ジャンケンに勝ち， 

機械力学研究室（山本敏男教授） 

へ配属 

人生，運に身を任せる潔さも大切 



鉄道の発達と車軸の不つりあい 

鉄道事故多発 
     

１８４５ 時速160ｋｍ実現 

     （英国） 
 

 

１８４７ イギリス機械学会 

     創立 

 

１８４８ 副会長マコーネルの 

     特別講演 

      車軸のつりあわせ 

     の重要性を説く 

 

1829年 
Stephenson 
Rocket 

中山秀太郎 

「機械発達史」 
大河出版、1987年 

線路上で列車を待つ死神 

三輪修三「機械工学史（機械工学基礎コース）」 
丸善、2000年 
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回転体力学の誕生    

The Engineer (April, 1869) 
明治２ W. J. Macquorn Rankine 
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基礎理論 

1869 Rankine 

非定常振動 

オイルウイップ 

非線形振動 

数値計算 

クラック 

磁気軸受 

内部摩擦 

1870  1900  1950  2000  

1924 Kimball 
1924 Newkirk 

1933 Smith 
扁平軸 

1961 Brosens 
非対称ロータ 

1932 Lewis 

1907 Lawaczeck 
つりあわせ 

危険速度通過 

1959 Bishop 
連続軸 

1959 Bishop 

モーダルバランシング 

自励振動 

不安定振動 

1965 Alford 

ラビリンスシール 

1955 山本 
跳躍現象，分数調波 

釣合試験機 

危険速度 

1945 Prohl 

1976 Gash 

1975Schweitzer 

1972 Ruhl 
伝達マトリックス 有限要素法 

大
戦Ⅱ

 

1894 Dunkerley 
実験式 

明治時代 

回転体力学の研究の流れ 
大正時代 昭和時代 平成時代 

1925 末広 

末廣恭二 Ⅰ 
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非定常振動 

非線形振動 

クラック 

磁気軸受 

1945  1950  1960  2000  

第
二
次
世
界
大
戦 

名古屋大学における回転体の振動の研究 

1970  1980  1990  

山本敏男  

太田博 

安田仁彦（連続体） 

石田幸男 

井上剛志 

不安定振動 

制振 

S20  S59  

S34  H9  

S43  H15  

S50  

H7  卒研配属 
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３． 
私の研究の流れ 
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卒業論文 

昭和４４年４月 
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テーマ  ｢オーバーハング軸の振動｣ 

複列自動調心玉軸受 

超高速領域 

？？？ 

p 振動数 

振
幅 

共振 
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池の端実験棟のピット 

Camera 

石田卒論 
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出会った現象 

この運動を１年間 

眺めて暮らす 

自励振動→原因不明 

p 振動数 

振
幅 



20 

できた卒業論文 

卒業論文｢オーバーハング軸に発生する自励振動｣ 

自励振動の発生メカニズムの 

説明を行う（誤っていた）． 

 

→卒業研究発表会で教授の 

  賛同が得られず，議論は 

  平行線 
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大学院進学 

修士論文の研究を始める 

昭和４５年４月 
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その頃…..三菱重工長崎造船所の爆発事故 S45.10 
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テーマ｢各種玉軸受で支持された回転軸の振動｣ 

教授から 

｢いろいろな軸受で支持して実験してみなさい．｣ 

深溝 

玉軸受 

ｱﾝｷﾞｭﾗ 

玉軸受 

自動調心 

玉軸受 

円筒 

ころ軸受 

円錐 

ころ軸受 

自動調心 

ころ軸受 

針状 

ころ軸受 

B4,M1 M2 
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複列自動調心玉軸受 線形系 

     複列自動調心玉軸受  

x

)(xf
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単列深みぞ玉軸受 非線形 

     単列深みぞ玉軸受   

Clearance 

x

)(xf
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思いもよらぬ現象との出会い 

G 

それまでの知識 
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 軸の初期曲がり  回転する非線形特性 
実験 

修論 

理論 
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博士課程に進学の後  

昭和４７年 博士課程へ進学 

 

昭和５０年 無事，学位取得 

       博士論文｢回転軸の非線形振動｣ 
 

昭和５０年 教養部図学教室へ就職 

 

昭和５３年 工学部へ移動 
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その後の研究テーマ 

•扁平軸，非対称回転体の非線形振動の研究 

•クラックロータの振動の研究 

•非線形連続回転軸の振動の研究 

•振り子によるヘリコプターブレードの制振 

•危険速度通過時の振動 

•回転軸の内部共振に関する研究 

•強制自励系の引き込み現象の研究 

•連続軸の非線形振動の研究 

•振り子，コロによるねじり振動の制振の研究 

•風車の振動の制振 

•その他 

        論文 約１５０ 
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クラックロータの振動と振動診断 
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回転機械の宿命： クラック 

開始点 

せん断破壊 

クラックの進行 

張力 

圧縮力 

重力 
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Darlington原子力発電所（カナダ） 

Crack発生 

Crack発生 

約一週間の猶予 

「Quark（クオーク）」（講談社、1990年3月号）p.96-97[現在廃刊] 
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Crack

修士論文の経験  回転する非線形 
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振り子によるヘリコプターブレードの制振 
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振り子式動吸振器 

Kawasaki Review 
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解析モデルと制振効果 

マウント部の振動 
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風車の振動解析と制振 
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 風車の共振による破損 

Denmark  

Feb. 2008 

 

Vestas社 

http://www.snopes.com/photos/accident

/windmill.asp 

http://www.snopes.com/photos/accident/ 

windmill.asp 
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ブレードの破損とタワーの倒壊 

http://www.youtube.com/watch?v=QL-cRuYAxg0 



40 

回転するブレードの共振 

回転するブレードの 

解析モデル 

回転するブレードの 

応答曲線 
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風車ブレードとタワーの振動解析と制振 

新横浜プリンスホテル 

液体同調ダンパ 

http://savonius-

balaton.hupont.hu/126/aerostar

-wind-turbines-usa 
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今後の研究 

氷の付着の影響の研究 

（スエーデンとの共同研究） 

浮体式洋上風車 

の制振 

（From Google) 

http://www.statoil.com/en

/NewsAndMedia/News/2

008/Downloads/hywind_

04.jpg 

http://www.semar.no/sider/

tekst.asp?side=152 
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研究の体系化とまとめ ： 出版 

コロナ社 John Wiley & Sons 社 
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研究の体系化とまとめ ： 出版 

World Scientific 社 （中国語）科学出版社 

石田辛男 

幸 
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•回転体の振動のほぼ 

 全分野を解説 

•全部で１７章，その約６０％

は名古屋大学の諸先生，学

生の研究成果 

•英文で約６００ページ ？？ 

 （Print中） 

 

研究の体系化とまとめ ： 出版 
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科学英語の本および東海支部講習会 

  H15年から基礎編       参加者 １１７４名 

  H20年から基礎編と実践編 参加者   ３４０名 
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４． 
留学生センター長時代 
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センター長時代の主なできごと 

１．自動車工学サマープログラム 

  ＮＵＳＩＰ （工学研究科） 

２．グローバル３０ 

３．留学生のために日本語教材の作成 
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サマープログラム NUSIP 

Nagoya University Summer Intensive Program  
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2008 2009 2010 2011 

ミシガン大学 USA ６ 13 12 7 

ﾉｰｽｶﾛﾗｲﾅ州立大学 USA ４ 4 

カリフォルニア大学 USA １ 9 1 1 

ケンタッキー大学 USA １ 1 2 

南イリノイ大学 USA 2 2 2 

イリノイ大学 USA 5 1 

ストラスブルグ大学 France 2 

ウォーリック大学 UK 3 

香港科技大 China 3 

同済大 China 1 

国立台湾大学 Taiwan 3 

台湾精華大学 Taiwan 3 

イスタンブール工科大学 Turkey 1 

＜計＞ 海外学生 12 30 30 31→18 

 名大生（正規生＋聴講生） 25 20 19 18 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
加
者 
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 豊田章一郎トヨタ自動車名誉会長との懇談会 

２０１１年７月 
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留学生のために日本語教材 

法学・政治学 

教育学・心理学 

経済学 

数学 

物理学 

生命農学 

工学（機械） 
工学（土木・建築） 
工学（化学・生物） 
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５． 

ボランティア活動 

（愛知留学生会後援会） 
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愛知留学生会後援会とは 
1936年（昭１３年） 満州国から愛知県へ４人の留学生 

               →市民の支援活動（下宿探し等）が始まる 

             タイから３人の留学生 

              →伊藤次郎左衛門氏（松坂屋初代社長）が別邸に受入 

1961年（昭36年）   愛知国際学友会後援会発足 

                                      [会長]村岡嘉六 生産性中部本部会長 

1967年（昭42）   愛知留学生会後援会と改称 

飯島宗一名大学長 

後援会長（第２代） 

現在： 
○各種交流活動， 

○緊急援助金活動 
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CBCテレビに出演し，支援を訴え 
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文部科学大臣賞 受賞 

平成１３年 
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学生のみなさんへ 

From those to whom much is given,  

much is expected. 

ルカ福音書  

（From Google) 
http://www.flickr.com/photos/renwen

society/5393284442/ 

http://iwong18.blogspot.jp/

2012/02/utopia-giver.html 
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謝 辞 

山本敏男先生ほか恩師の先生方へ 

４系の先生方，職員の皆様へ 

研究室の先生方へ 

一緒に研究をしてきた院生，学生の諸君へ 

留学生センター先生方，職員の皆様へ 

共同研究の会社の皆様へ 

長い間お世話になり，ありがとうございました． 

４月から 名古屋大学国際交流協力推進本部   


